
底盤設計表

基礎梁設計表

日付：2008年11月12日

伏図次郎建物名

基礎 (布基礎)

基礎判定表

基礎平面図



判定

接地圧               (kN/㎡)  σe =Ｗ/(L×B)×β
必要底盤幅           (mm)      B1 =B×σe/fe

30.66
368.01

※1：単位重量(kN/m)×長さ(m)＝重量(kN)

■設定条件

積雪荷重

固定荷重

積載荷重

あばら筋 本数,径,ピッチ

■接地圧、必要底盤幅の算定

■底盤主筋ピッチの算定

表１）平成12年建設省告示第1347号が定める底盤の最小幅

土比重                 ⑥

基礎梁長さ              (m)    L

１階床単位重量 (kN/㎡) ⑨

主筋ピッチ     ※3   (mm)     P =atA/at

建物重量(基礎除く) (kN)     Ｗa

部位

建物重量(基礎含む) (kN)     Ｗ =Ｗa＋Ｗb

部位

長期設計地耐力
(kN/㎡)

単位重量
Ｕ

(kN/㎡)

部位 項目 条件

主筋     ピッチ ○300mm以下

底盤

曲げモーメント ※2 (kN･m/m) M={(B-b)/2}^2×σe'/2
地反力               (kN/㎡)  σe'=Ｗa/(L×B)×β

基礎重量           (kN)     Ｗb 436.40

736.78

基礎の種類

180

積雪　単位重量 (kN/㎡) ⑩

屋根　単位重量 (kN/㎡) ①

600
6080

19.26
0.42

122.50
196

応力中心距離         (mm)     j =7/8×(d-fdt)
主筋の許容引張応力度 (N/m㎡)  ft

0.17主筋断面積合計 ※2   (c㎡/m)  at =M/ft/j

300
主筋断面積(1本あたり)(c㎡)    atA

基礎梁主筋     (径･種類)

1.00

0.60
1.80

１階床単位重量 (kN/㎡) ④

外壁  単位重量 (kN/㎡) ②
２階床単位重量 (kN/㎡) ③

１階床重量考慮比率     ⑤
1.80

0.80

1.60

２階屋根    U=①+⑦+⑩
２階外壁    U=②
２階床      U=③+⑧
１階屋根    U=①+⑦+⑩

■建物重量の算定

１階外壁    U=②
１階床      U=(④+⑨)×⑤

1.95
0.60
3.10
1.95
0.60
3.10

面積
Ｓ
(㎡)

59.62
91.72
57.13
26.49
116.11
86.12

1.26

布基礎
一般

50
普通ｺﾝｸﾘｰﾄ

18.0

多雪地域区分
設計地耐力              (kN/㎡) fe
ｺﾝｸﾘｰﾄ種類
ｺﾝｸﾘｰﾄ基準強度          (N/m㎡) Fc

D16   SD295A

底盤主筋       (径･種類)
D10   SD295A基礎梁あばら筋 (径･種類)
D13   SD295A

基礎梁長期中央曲げﾓｰﾒﾝﾄ (kN･m) Ｍ長中
1.20xC基礎梁長期端部曲げﾓｰﾒﾝﾄ (kN･m) Ｍ長端

Mo-0.35xC
1.20設計応力割増係数               β
76.51

２階床単位重量 (kN/㎡) ⑧
屋根　単位重量 (kN/㎡) ⑦ 0.60

1.30
1.30

地上部分の高さ     D-Df

○
○
○
○

主筋     径
あばら筋 径
あばら筋 ピッチ
幅                 b

○

厚さ               d
○根入れ深さ         Df
○

主筋     径
○幅                 B
○

基礎梁

項目 判定
－
－

主筋     本数,径

主筋     ピッチ －

接地圧の検定
○底盤幅の検定
○

基礎梁

底盤

条件
別紙「基礎梁設計表」参照
〃
〃

接地圧が設計地耐力以下ならOK
底盤幅が必要底盤幅以上ならOK

300mm以上

12mm以上
9mm以上
300mm以下
120mm以上

150mm以上
240mm以上かつ凍結深度以上

9mm以上
(表1による)

２階建て
450 30以上～50未満

 50以上～70未満 360
240 70以上～

底盤の最小幅 (mm)
平屋建て

300
240
180

＜建築基準法＞(令38条及び平成12年建設省告示第1347号)

＜住宅性能表示＞

■判定

55.03

基礎梁 ※1  U=Fu×b×(D-d)
底盤   ※1  U=Fu×B×d
土     ※1  U=⑥×(B-b)×(Df-d)

1.72
2.88
0.67

82.81
82.81
82.81

116.28
55.03
177.13
51.68
69.66
266.97

重量
Ｕ×Ｓ
(kN)

142.43
238.49
55.48

1173.19

24.0鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ単位体積重量  (kN/m3) Fu

600

200

300

※2：単位長さあたり
※3：最大300mmとする

(単位：mm)

(底盤幅=600  必要底盤幅=368.01)
(接地圧=30.66  設計地耐力=50)

基礎判定表(布基礎) 日付：2008年11月12日
建物コード：000002
建物名：伏図次郎
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1 5.251 0.91 0.95 0.91 0.10 1.00 5.6813 1-D160.45 1980.20 1-D10@1755.17
2 5.2513 0.91 0.95 0.91 0.10 0.65 3.6919 1-D160.32 1980.20 1-D10@1753.36
3 5.2529 0.91 0.95 0.91 0.10 0.65 3.6937 1-D160.32 1980.20 1-D10@1753.36
4 5.2537 0.91 0.95 0.91 0.10 1.00 5.6843 1-D160.45 1980.20 1-D10@1755.17
5 5.253 0.91 0.95 0.91 0.10 1.00 5.6815 1-D160.45 1980.20 1-D10@1755.17
6 5.2515 0.91 0.95 0.91 0.10 0.65 3.6920 1-D160.32 1980.20 1-D10@1753.36
7 10.5120 1.82 3.82 3.66 0.42 1.00 5.6830 1-D161.05 1980.20 1-D10@17510.34
8 5.2530 0.91 0.95 0.91 0.10 1.00 5.6839 1-D160.45 1980.20 1-D10@1755.17
9 5.2539 0.91 0.95 0.91 0.10 0.65 3.6945 1-D160.32 1980.20 1-D10@1753.36
10 5.255 0.91 0.95 0.91 0.10 0.00 0.0016 1-D160.07 1980.20 1-D10@1750.00
11 5.2516 0.91 0.95 0.91 0.10 0.00 0.0021 1-D160.07 1980.20 1-D10@1750.00
12 10.5121 1.82 3.82 3.66 0.42 0.65 3.6931 1-D160.78 1980.20 1-D10@1756.72
13 5.2531 0.91 0.95 0.91 0.10 0.65 3.6940 1-D160.32 1980.20 1-D10@1753.36
14 5.2540 0.91 0.95 0.91 0.10 0.65 3.6946 1-D160.32 1980.20 1-D10@1753.36
15 10.5146 1.82 3.82 3.66 0.42 2.80 15.9149 2-D162.44 1980.20 1-D10@17528.96
16 10.518 1.82 3.82 3.66 0.42 0.00 0.0024 1-D160.28 1980.20 1-D10@1750.00
17 10.519 1.82 3.82 3.66 0.42 0.65 3.6925 1-D160.78 1980.20 1-D10@1756.72
18 5.2525 0.91 0.95 0.91 0.10 0.65 3.6927 1-D160.32 1980.20 1-D10@1753.36
19 5.2527 0.91 0.95 0.91 0.10 0.65 3.6934 1-D160.32 1980.20 1-D10@1753.36
20 5.2534 0.91 0.95 0.91 0.10 0.00 0.0041 1-D160.07 1980.20 1-D10@1750.00
21 15.7741 2.73 8.61 8.25 0.96 0.00 0.0052 1-D160.64 1980.20 1-D10@1750.00
22 5.2512 0.91 0.95 0.91 0.10 1.40 7.9518 1-D160.61 1980.20 1-D10@1757.24
23 10.5118 1.82 3.82 3.66 0.42 1.00 5.6828 1-D161.05 1980.20 1-D10@17510.34
24 5.2528 0.91 0.95 0.91 0.10 1.00 5.6836 1-D160.45 1980.20 1-D10@1755.17
25 5.2536 0.91 0.95 0.91 0.10 1.00 5.6842 1-D160.45 1980.20 1-D10@1755.17
26 10.5142 1.82 3.82 3.66 0.42 1.00 5.6847 1-D161.05 1980.20 1-D10@17510.34
27 5.2547 0.91 0.95 0.91 0.10 1.40 7.9554 1-D160.61 1980.20 1-D10@1757.24
28 10.511 1.82 3.82 3.66 0.42 1.00 5.682 1-D161.05 1980.20 1-D10@17510.34
29 10.512 1.82 3.82 3.66 0.42 1.00 5.683 1-D161.05 1980.20 1-D10@17510.34
30 5.253 0.91 0.95 0.91 0.10 1.00 5.684 1-D160.45 1980.20 1-D10@1755.17
31 10.515 1.82 3.82 3.66 0.42 1.00 5.686 1-D161.05 1980.20 1-D10@17510.34
32 5.256 0.91 0.95 0.91 0.10 1.00 5.687 1-D160.45 1980.20 1-D10@1755.17
33 5.257 0.91 0.95 0.91 0.10 0.65 3.698 1-D160.32 1980.20 1-D10@1753.36
34 5.258 0.91 0.95 0.91 0.10 0.65 3.699 1-D160.32 1980.20 1-D10@1753.36
35 5.259 0.91 0.95 0.91 0.10 0.65 3.6910 1-D160.32 1980.20 1-D10@1753.36
36 5.2510 0.91 0.95 0.91 0.10 1.00 5.6811 1-D160.45 1980.20 1-D10@1755.17
37 5.2511 0.91 0.95 0.91 0.10 1.40 7.9512 1-D160.61 1980.20 1-D10@1757.24
38 10.5121 1.82 3.82 3.66 0.42 0.00 0.0022 1-D160.28 1980.20 1-D10@1750.00
39 5.2522 0.91 0.95 0.91 0.10 0.00 0.0023 1-D160.07 1980.20 1-D10@1750.00
40 5.2523 0.91 0.95 0.91 0.10 0.00 0.0024 1-D160.07 1980.20 1-D10@1750.00

＜コンクリート＞

＜その他＞

＜基礎の形状など＞ ＜鉄筋＞

No

基礎の種類 直径・種類
(mm)

使用部位 基準強度(N/m㎡) Fc

許容水平荷重 (N/m)
１階階高      (mm)

計算結果柱 主筋の鉛直荷重に対する計算過程 主筋の水平荷重に対する計算過程 あばら筋の
計算過程

あばら筋
本数･径
･ﾋﾟｯﾁ
※２

柱間の
距離
Ｌ
(m)

柱2
No

長期端部
曲げﾓｰﾒﾝﾄ
Ｍ長端
(kN･m)

必要鉄筋
断面積
ａt
(c㎡)

あばら筋
比
Ｐw
(％)

接合部
倍率
Ｎ

柱1
No

せん断力

ＱL
(kN)

長期中央
曲げﾓｰﾒﾝﾄ
Ｍ長中
(kN･m)

曲げﾓｰﾒﾝﾄ

Ｍ水
(kN･m)

あばら筋
ﾋﾟｯﾁ上限
Ｐ1
(mm)

せん断力

ＱE
(kN)

主筋
本数･径
※１

必要鉄筋
断面積
ａt2
(c㎡)

布基礎
180
600
80

1.20×C

基礎梁幅                (mm)  b
基礎梁せい              (mm)  D
基礎梁かぶり厚          (mm)  dt
基礎梁長期端部曲げﾓｰﾒﾝﾄ (kN･m)Ｍ長端
基礎梁長期中央曲げﾓｰﾒﾝﾄ (kN･m)Ｍ長中 Mo-0.35×C

主筋
あばら筋

【基礎梁の計算条件】

D16   SD295A

【基礎梁の計算結果】

18.0

0.71

長期許容
引張応力度
(N/m㎡)
ft

196
1.98

基礎梁設計表(布基礎) 日付：2008年11月12日
建物コード：000002
建物名：伏図次郎

断面積
(c㎡)

D10   SD295A
196 1960

2900

※1 主筋………径は計算条件で決まり、本数が計算されます。
　　　　　　　　　⇒主筋本数＝（[atとat2の大きい方]／主筋断面積）以上の数
※2 あばら筋…径は計算条件で決まり、本数・ピッチが計算されます。
　　　　　　　　　⇒あばら筋本数＝１～２本（基礎梁幅ｂ>220mmなら２本  ｂ≦220mmなら１本）
　　　　　　　　　　あばら筋ピッチ＝あばら筋ピッチ上限Ｐ1をさらに安全側に端数切捨したピッチ　※ピッチは最大300mmとします
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41 15.770 2.73 8.61 8.25 0.96 - -26 1-D16- 1980.20 1-D10@175-
42 5.2531 0.91 0.95 0.91 0.10 0.65 3.6932 1-D160.32 1980.20 1-D10@1753.36
43 10.5132 1.82 3.82 3.66 0.42 0.00 0.0033 1-D160.28 1980.20 1-D10@1750.00
44 10.5133 1.82 3.82 3.66 0.42 0.00 0.0034 1-D160.28 1980.20 1-D10@1750.00
45 10.5134 1.82 3.82 3.66 0.42 0.65 3.6935 1-D160.78 1980.20 1-D10@1756.72
46 5.2535 0.91 0.95 0.91 0.10 1.00 5.6836 1-D160.45 1980.20 1-D10@1755.17
47 15.7737 2.73 8.61 8.25 0.96 - -38 1-D16- 1980.20 1-D10@175-
48 15.7743 2.73 8.61 8.25 0.96 1.00 5.6844 1-D161.79 1980.20 1-D10@17515.51
49 5.2544 0.91 0.95 0.91 0.10 0.65 3.6945 1-D160.32 1980.20 1-D10@1753.36
50 5.2549 0.91 0.95 0.91 0.10 2.80 15.9150 1-D161.15 1980.20 1-D10@17514.48
51 15.7750 2.73 8.61 8.25 0.96 1.00 5.6851 1-D161.79 1980.20 1-D10@17515.51
52 5.2551 0.91 0.95 0.91 0.10 1.00 5.6852 1-D160.45 1980.20 1-D10@1755.17
53 5.2552 0.91 0.95 0.91 0.10 1.00 5.6853 1-D160.45 1980.20 1-D10@1755.17
54 10.5153 1.82 3.82 3.66 0.42 1.40 7.9554 1-D161.36 1980.20 1-D10@17514.48

＜コンクリート＞

＜その他＞

＜基礎の形状など＞ ＜鉄筋＞

No

基礎の種類 直径・種類
(mm)

使用部位 基準強度(N/m㎡) Fc

許容水平荷重 (N/m)
１階階高      (mm)

計算結果柱 主筋の鉛直荷重に対する計算過程 主筋の水平荷重に対する計算過程 あばら筋の
計算過程

あばら筋
本数･径
･ﾋﾟｯﾁ
※２

柱間の
距離
Ｌ
(m)

柱2
No

長期端部
曲げﾓｰﾒﾝﾄ
Ｍ長端
(kN･m)

必要鉄筋
断面積
ａt
(c㎡)

あばら筋
比
Ｐw
(％)

接合部
倍率
Ｎ

柱1
No

せん断力

ＱL
(kN)

長期中央
曲げﾓｰﾒﾝﾄ
Ｍ長中
(kN･m)

曲げﾓｰﾒﾝﾄ

Ｍ水
(kN･m)

あばら筋
ﾋﾟｯﾁ上限
Ｐ1
(mm)

せん断力

ＱE
(kN)

主筋
本数･径
※１

必要鉄筋
断面積
ａt2
(c㎡)

布基礎
180
600
80

1.20×C

基礎梁幅                (mm)  b
基礎梁せい              (mm)  D
基礎梁かぶり厚          (mm)  dt
基礎梁長期端部曲げﾓｰﾒﾝﾄ (kN･m)Ｍ長端
基礎梁長期中央曲げﾓｰﾒﾝﾄ (kN･m)Ｍ長中 Mo-0.35×C

主筋
あばら筋

【基礎梁の計算条件】

D16   SD295A

【基礎梁の計算結果】

18.0

0.71

長期許容
引張応力度
(N/m㎡)
ft

196
1.98

基礎梁設計表(布基礎) 日付：2008年11月12日
建物コード：000002
建物名：伏図次郎

断面積
(c㎡)

D10   SD295A
196 1960

2900

※1 主筋………径は計算条件で決まり、本数が計算されます。
　　　　　　　　　⇒主筋本数＝（[atとat2の大きい方]／主筋断面積）以上の数
※2 あばら筋…径は計算条件で決まり、本数・ピッチが計算されます。
　　　　　　　　　⇒あばら筋本数＝１～２本（基礎梁幅ｂ>220mmなら２本  ｂ≦220mmなら１本）
　　　　　　　　　　あばら筋ピッチ＝あばら筋ピッチ上限Ｐ1をさらに安全側に端数切捨したピッチ　※ピッチは最大300mmとします

3



基礎平面図  (布基礎)
日付：2008年11月12日

建物コード：000002

建物名：伏図次郎

縮尺 1/80

凡例

4

基礎 底盤

基礎梁(計算対象) 基礎梁(計算対象外)

耐力壁 面材耐力壁 筋かいダブル 柱頭 柱脚 筋かいシングル

柱

1階

2.0

2.0 2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.02.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28

29 30 31 32 33 34 35 36

37 38 39 40 41 42

43 44 45 46

47

48 49 50 51 52 53 54

x0 x1 x2 x3 x4 x5 x6 x7 x8 x9 x10 x11 x12 x13 x14

y0

y1

y2

y3

y4

y5

y6

y7

y8


